

















































































































で、全在籍児に占める人数の割合は 3.4 ～ 5.9％である
ことが明らかとなっている。診断のある子どもの在籍率
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表１　本研究で分析対象となった論文一覧
（①「気になる子ども」への支援、②物的環境の調整、③クラス集団への支援、④保護者への支援、⑤保育体制の整備）
分類 表題 著者（年） 雑誌名
① 保育所における気になる子どもへの保育士が行う運動遊びを用いた支援と課題 西川 ひろ子（2019） 安田女子大學紀要
① スクリプトのあるごっこ遊びを通した幼児への言語およびコミュニケーションスキルの発達支援 篠原 陽風・小林 真（2019） 富山大学人間発達科学部紀要
① 幼児教育における特別な支援が必要な子どもの理解と指導－ RTI の考え方を生かした早期からの社会性の発達支援－ 阿部 敬信・佐藤 真央（2018） 別府大学短期大学部紀要
① 保育現場における気になる子への支援－トークンエコノミー法を活用した不適応行動の改善－ 仁科 綾菜 ・遠藤 清香（2018） 山梨学院短期大学研究紀要
① 特別な支援を必要とする子どもの理解と対応に関する研究－保育所に在籍する子どもの行動に着目して－ 小柳津 和博（2018）
桜花学園大学保育学部研究
紀要
① 保育所における対人コミュニケーションを中心にした「気になる子」への発達支援 鷲尾 昌子（2018） こども臨床研究
① 熟達保育者による「気になる子ども」の認識と支援プロセス 杉山 成史・松尾 剛・杉村 智子（2016） 福岡教育大学紀要
① 幼稚園・保育所における「気になる」子どもの行動への対応 浅野 浩子（2015） 白鳳短期大学研究紀要
① 衝動性が強い幼児への幼稚園の担任教師としての支援事例 守 巧（2013） 東京福祉大学・大学院紀要





久保山 茂樹・齊藤 由美子・西牧 謙吾・
當島 茂登・藤井 茂樹・滝川 国芳（2009） 教育実践研究
① 公立保育所における障害幼児と気になる子どもの対応に関する調査研究－他機関の利用と保育上の対応の関係について－
赤田 太郎・滋野井 一博・小正 浩徳・
友久 久雄（2008） 龍谷大学教育学会紀要
① 保育所における「気になる」子ども－行動特徴、保育者の対応、親子関係について－ 下野 未紗子・稲富 眞彦（2007） 高知大学教育学部研究報告
① 「気になる子ども」の理解に関する一研究－保育現場での行動観察－ 渡邊 美智子（2006） 近畿大学九州短期大学研究紀要
① 保育者が気にする子どもの様子とそれへの対応－保育現場の視点－ 新井 麻未（2004） 立正社会福祉研究
② 保育園における「気になる子」への支援事例研究－一斉活動における退室行動を教室の環境調整によって減少させる試み－ 木村 明子・松本 秀彦（2012） 作大論集
② 保育室の環境構成が幼児の活動に与える影響－気になる子のカンファレンスより－ 佐藤 智恵・七木田 敦（2009） 幼年教育研究年報
② 保育所における「気になる」子どもの行動特徴と保育者の対応に関する調査
本郷 一夫・澤江 幸則・鈴木 智子・
小泉 嘉子・飯島 典子（2003） 発達障害研究
③ 特別な配慮を要する子を含めた子どもどうしの関係性の変容過程とその要因－担任保育者への聞き取り記録からの検討－ 広瀬 由紀・岩田 美保（2017） 千葉大学教育学部研究紀要
③ “ 気になる子 ” への援助とクラス全体への援助－保育者による援助の配分－
杉本 翔平・石田 淳也・松延 毅・




③ 現職教員の対人関係に課題のある子どもへの意識－課題のある子どもと周囲の子どもに関するテキスト分析を中心に－ 八木 成和（2017） 四天王寺大学紀要




③ 「ちょっと気になる子ども」の集団への参加過程に関する関係論的分析 刑部 育子（1998） 発達心理学研究
④ 保育士による発達上「気になる子」の保護者への支援の実態と関連要因の探索：発達上の課題の伝達に着目して
佐藤 日菜・田口 敦子・山口 拓洋・
大森 純子（2019） 日本公衆衛生雑誌
④ 発達の気になる子どもの保護者へのかかわりの現状と課題－保育者へのインタビューから－




④ 発達上 “ 気になる子ども ” の保護者に対する保育園の保育士の支援内容 大塚 敏子・巽 あさみ（2016） 日本公衆衛生看護学会誌
④ 保育相談支援における保育士の葛藤－「気になる子ども」の保護者との関係変容に伴う支援の質的転換に着目して－ 亀﨑 美沙子（2016） 十文字学園女子大学紀要
④
保育者の「子育て支援」に関わる専門性とリカレント教育（その２）




斎藤 愛子・中津 郁子・粟飯原 良造
（2008） 小児保健研究
④ 「気になる」子どもの保護者支援に関する調査研究 本郷 一夫・高橋 千枝・平川 昌宏・角張 慶子・飯島 典子・杉村 僚子（2004） 教育ネットワーク研究室年報





田中 尚樹・渡辺 顕一郎（2017） 日本福祉大学子ども発達学論集
⑤ 「気になる子」に関する巡回相談が保育士の行動および保育所のチーム援助に与える影響 熊上 藤子・石隈 利紀（2016） コミュニティ心理学研究
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⑤ 幼稚園における特別な配慮を要する子どもへの支援の実態と課題 －障害の診断の有無による支援の比較－ 原口 英之・野呂 文行・神山 努（2015） 障害科学研究
⑤ 「気になる子ども」に対する保育者の関わり方についての変化－効果的なコンサルテーションの在り方についての検討－
小野里 美帆・丑越 信子・南島 綾乃
（2015） 生活科学研究
⑤ 心理臨床家の保育者支援を考える：「気になる子どもの保育フォーラム」の実践から




⑤ 保育所における発達障害の早期発見・早期介入を阻害する要因の検討－「気になる子ども」に対する保育士の認識と支援体制から－ 津田 朗子・木村 留美子（2014） 金沢大学つるま保健学会誌
⑤ 保育士が主体となって取り組む問題解決志向性コンサルテーションが気になる子どもの保育効力感にもたらす効果の検討 阿部 美穂子（2013a） 保育学研究
⑤ 気になる子どもの保育における効果的な巡回相談スタイルの実践的検討－保育所（園）長アンケートの分析－ 阿部 美穂子（2013b） 富山大学人間発達科学部紀要
⑤ 保育所における特別な配慮を要する子どもに対する支援の実態と課題－障害の診断の有無による支援の比較－ 原口 英之 ・野呂 文行・神山 努 （2013） 障害科学研究
⑤ 「気になる子」への保育援助をめぐる保育者の認識や戸惑い 増田 貴人・石坂 千雪（2013） 弘前大学教育学部紀要
⑤ 保育者の主体的な保育実践を導くコンサルテーション成立要因の抽出－コンサルテーション実施の「その後」に焦点を当てて－ 守 巧・中野 圭子・酒井 幸子（2013） 保育学研究
⑤ 舞鶴市における発達障害児の実態とニーズに関する調査研究－保育所・幼稚園における「気になる」の特別なニーズと発達支援－
荒井 庸子・前田 明日香・張 鋭・
井上 洋平・荒木 穂積・竹内 謙彰（2012） 立命館産業社会論集
⑤ 多動・衝動性が強いＡ児の事例からみた幼稚園における担任への支援体制の構築 守 巧（2012） 東京福祉大学・大学院紀要
⑤ 「気になる子ども」を捉える思考プロセスの形成－保育士に行った間接的支援の実践報告－ 丹葉 寛之・大西 満・尾藤 祥子（2012） 藍野学院紀要
⑤ 他児との関係形成が困難な「気になる」子どもに対する保育コンサルテーション 深谷 英治・江田 裕介（2011）
和歌山大学教育学部教育実
践総合センター紀要
⑤ 発達臨床の専門性は保育カンファレンスで保育者をどのように支援するか－保育園の “ 気になる子 ” の事例検討会の分析－ 芦澤 清音（2010） 帝京大学文学部教育学科紀要
⑤ 「気になる子」を担任する幼稚園教諭への集団コンサルテーションプログラムの効果
藤原 直子・大野 裕史・日上 耕司・




吉川 昌子・松尾 智則・渕上 乃里子・




⑤ 幼稚園における特別支援教育の体制づくりに関する実践研究 水内 豊和（2008） 富山大学人間発達科学部紀要
⑤ 保育の場における「気になる」子どもの理解と対応に関するコンサルテーションの効果 
本郷 一夫・飯島 典子・平川 久美子
（2007） LD 研究































本郷 一夫・飯島 典子・杉村 僚子・













橋本 逸子・木村 留美子・津田 朗子
（2015） 金沢大学つるま保健学会誌
「気になる子ども」への保育者の対応に関する研究の動向






















































































に一人で過ごすことができる “ コーナー ” を設けたとこ
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均回数は、公立の保育所で 4.7 回、私立で 3.3 回であっ
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Research Trends in Nursery Teachers’ Handling of Children 
Requiring Special Attention
Nobutaka Ogata
Osaka University of Comprehensive Children Education Graduate School
　Among the various studies on children who require special attention, one of the topics currently 
discussed is how nursery teachers at childcare facilities should handle such children. This 
research classifies prior studies on support for these children into five types, and explores how 
nursery teachers should deal with such children from the following five perspectives: 1) support 
for individual children, 2) adjustment of the physical environment, 3) support for class groups, 4) 
support for the children’s guardians, and 5) the establishment of a nursery structure. Although 
many approaches are being taken to support children who require special attention, hardly any 
examine measures (e.g., interventions) adopted by nursery teachers or the techniques they use, 
whose efficacy has been verified. Therefore, specific working methods have not yet been clarified. 
On the contrary, there are many reports on the establishment of a nursery structure. Reports 
indicate that establishment of a nursery structure may be effective in helping children who require 
special attention, because it would help nursery teachers gain a better understanding of the 
behavior and characteristics of such children, and thus improve their specialized knowledge and 
skills. The results from this study suggest the need to organize and analyze prior studies regarding 
instruction and advice derived from on-site counseling services, training, and specialized agencies, 
thus clarifying measures that incorporate intervention and other techniques that are easy for 
nursery teachers to practice.
Key words：children requiring special attention, childcare, response, assistance, relations
